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礼楽
より
みた
る古
代日本
と中国と
の交
渉
ーーー
開皇七部
伎
の
定置と倭
国伎
とをめぐ
って
||
rët 
め
じ
古代
東アジア世界
におい
て、
L、
わ
ゆ
る
冊
封
体
制
よ
っ
て
規
制
さ
れ
た(1)
と
ろの、
古代
日
中交渉
史
の研
究は、
最近ますます
精微
をきわ
めて
きた
ので
あ
るが、
それ
に付
随し
て根
源
的に横
たわる
、
日本国家
の
起源お
よ
び成立
の問
題は、
依然解決
を
みな
いま
与に、
論争
の根
を深
くし
ている
ので
ある。
しか
し、
邪馬ム口国女王
卑弥子が
、説
に
遣使
朝貢し
た紀元
三世
紀の前
半から
わず
か数
世
紀の聞
に大
和朝政権
の
成立発展が
みら
れ、
しか
も、
対外
的に
は冊
封
体制下
にあ
りなが
らも、
なお独自
の
外交を展
開し
よう
とした
、
いわ
ゆる慢
の五
王ら
の
動きをもと
に、
そう
した
歴
史的背景をも
って
、
日本史、
東洋史
を問わず
、
研究
者の聞に従
来より
もさら
に巨
視的
な角
度か
ら、
古代
東アジ
ア世
界史像を再
編成
しよ
うとす
る試みが
活発
に
なっ
てきた。
先に
北朝鮮
人民共
和国
の
歴史
家金錫
亨氏が発
表
され
た論
文
「三韓
、
三国
の日
本列島
内
の分
固に
つい
て
」も、
そう
し
たみ
かた
に対
する
一
つの
示
唆を
与え
る
もの
と考
えて
よい
で
あろう
。
本稿
もそ
うし
た意
味におい
て、
古代中
国の朝
廷におい
て整
備され
た一
つの
儀
礼 様 式
が、
単に
形
式
とし
て存
在し
た
礼楽よ
りみたる古
代日本
と中国と
の交
渉
(飯
塚)
飯
重
塚
勝
ものでは
なく、
実は古
代の日
本をも
含め
て、
当時
の東
アジア世
界史
像を形
成する
契機ともな
って
いた
こと
を、
指摘し
ようと試み
たもの
なの
で
ある。
ただ、
この
小
稿の考
察にあた
って
、
初め
にお
断り
して
お
かなければ
なら
ない
のは
、
これ
から引用す
る史
料が
、
音楽
史と深く
かか
わり
あい
がある
に
もか
かわ
らず
、
筆者
は、
こ
の分
野に
全く疎く、
また、
時
間
の制
約もあ
っ
て、
古代日
本史を系
統的
に整
理する余
裕をもた
なか
ったとい
うこ
と
であ
る。
この
点は、
先学
の
築き上
げられた
業
績に
より
、
まず
、
その成
果を拝借
し、
今後機会
のあ
るご
とに、
欠け
るとこ
ろ
が}補な
って
い
きた
いと
考えるも
ので
ある
。
一、
障害音
楽志にあらわれた
倭国
伎に
つい
て
北周
の
外戚
からで
て、
永年
の分
裂状態
を統
一に導
びい
た陪
朝の
第二代
場
帝が、
大業 三
(六
O七)
年、
「日出、
ずる処の
天子、
書を日没す
る処の
天
子に
致す
。
主心無き
ゃ」と
いう
倭
国の文
書に
接し
て、
「復たも
っ
て聞
する勿れ
」 と
立腹
した
事件
仲間
、当
時の大
和朝廷
の
積極的
な対外交渉、
特に
中国大
陸と
の
交渉
の
態度を現わす
も
ので
あ
った
が、
しかし、
交渉
の端
緒は、
暗の初
代文
礼楽よ
りみたる古
代日
本と中
国と
の交
渉
(飯塚)
帝の開
皇二
O
(六OO
)
年であ
った
。
これ
は、
陪が北周を滅
ぼし
た時から
一九
年、
南朝陳を滅
ぼして
、
南北朝を統
一し
た時から
一
O年
後のこと
であ
った
。
記録
に
よる
限り
では
、
南朝梁
の武
帝の天
監元
(五O二)
年ま
で、
時
「倭王武を征東
々に
行
なわれ
てきた倭
国の中
国
への
遣
使朝貢
は、
この
年、
将写
に
進号ホ」
とい
う記事を最
後に、
紀元
六O
O年
まで
ぷっつ
り
と途絶
え
てい
たといわ
れる。
果し
てそ
うであ
ろうか
。
陪書巻
正
音楽志下
に次の
一文が
ある
。
始。
聞皇初。
定令置七部伎
。
一日
国伎
。二
日
清商伎
。
三日
高麗伎。
四日
天竺伎。
五日
安
国伎
。
六日
亀
弦伎
。七
日文
康伎
。又
雑有疎
勤・扶
南・康
閏・百
済・突
厩・新
羅・倭
国等伎。
この
開皇
の初
め
に制
定された七
部楽
(伎〉
が、
後に、
九部伎、
十部伎と
なって
、
陪
唐音楽
史上に
重要な位
置
をしめたこ
とは
、
すで
に岸
辺成
雄氏
の
研先
等で明
らかな
こと
である。
ただ
、
文末
の
「倭国伎」
につ
いては
、
特に
興味を
惹かれるも
の
があり、
本稿
はこれ
につい
て
もう
一度
新た
な視
点か
ら、
検討
し
てみ
ようと
試
みた
の
である。
もちろん、
ここ
に引
用した「
倭国」
とは、
倭国
日日
本の
こと
であ
り、
障害
の倭
国に関
する記
事
が全て
「倭」
な
いし
「倭国」
とな
っ
ていること
は、
周知
の通
りである
。
(以下
全て
「倭」
な
いし
「倭国」
と記
す)
さて
、
「倭国伎」
に特
別の関
心をも
っ理
由は、
この
七
部楽
および雑
伎諸
楽が制
定された
「開皇初
」
と
いう
時期と
日本と
の関
係に
つい
てで
ある。
や
L結
論め
い
て先
言すれば
、
「開皇初
」
という
時期
は、
日本
と中国
の
国交が
記録上途絶
えて
い
た期
間にあた
るが、
その時
点に雑
伎の
一つ
と
して倭
国伎
が置かれて
いた
とい
うこ
とである。
つま
り、
古代
日本の
音楽が
、
中国
に伝
来さ
れて
いた
という
事実
こそ
は、
日中
交渉史上
の貴
重な史
料と
して、
追求
に価
するも
のと
思われる
ので
ある
。
それ
では
、
「聞皇初
」
とは、
正確に
は開
皇何年
を指す
か、
そこ
から
追求
をはじめ
てい
きた
い
。
岸辺成
雄氏は、
この
「聞皇初
」
につ
いて
、
「常識
的に
は元
年乃至
はそ
れ
に近い
頃であろ
う。
然るに」
として、
障害音楽志
の清
楽の条
をひい
て
、
七
部伎
中の第二、
清商伎
の定
置の状
況に
つい
て
次の
ように
のべら
れた
。
「宋武平関中、
因而
入南、
不復存
於内地、
及平陳後穫之
。
とある
。
高祖が
陳を平げた
のは
聞皇九
年であるから
、
清商
伎を含む七
部
伎の創
設は
それ以
後でな
けれ
ばなら
ぬ。
開皇九年
は、
大常寺
に清
商暑が
新設さ
れた年でもある
。
:::
(中略)
:::
従って
そ
れは
聞
皇九
年の
こと
と考え得
る」
つま
り、
紀元
五八九
年に
こ
れが制定さ
れたと
いわ
れる
ので
あるが、
この
こと
は、
雑伎
に編
成され
た各国
の中
国と
の朝
貢関係
から
も証明
する
こ
とが
できる。
すなわち、
疎助、
康園、
突厩各国
伎は明
らかに
北朝系
であ
り、
扶
南国伎
(後述)
は南
朝関
係であ
って
、
両者が
合流す
る
のは
、
陪が
陳を平定
した
開
皇九
年以
後の
こと
でな
ければ
ならな
いか
らで
ある。
ただ
し、
前引
の
七部楽お
よ
び雑
伎の定
置に
つい
ては
、
開皇
二年に始
まる
中国
正楽た
る雅楽
お
よ
び諸
楽の整
備の結
果も
あり、
聞皇
九年以
前から定置
が考
えられ
て
い
た、
とみ
ること
もで
きよう。
特に、
北方、
西方系
の音
楽
につい
て
は、
陪が
陳を平
定す
る以
前に、
北周
か
ら受け
つ
いだ
ものが
多か
っ
た筈である
から、
定置に
つい
て
は、
陪開皇九
年ま
で存
続し
てい
た諸
楽の整
備と
いう
点
に、
注
意をむ
け
る必
要
があろう。
とこ
ろで、
倭国伎
の場
合であるが、
それが南
朝に存したも
のか
、
北朝
に
存した
もの
かはや
L微
妙な問題
がある。
通常、
倭国、
特に
倭の
五王は
、
主
として
南
朝系諸朝
と、
冊封関係を
結ん
でいたの
であ
り、
倭国伎も
また
南朝
に存
していた
、
と考えら
れる
の
である。
そう
であると
すれば、
複雑
な当時
の国
際関
係の中
で、
永らく交渉を絶
って
いた
南朝
に、
何故音楽だ
けが伝
来
していたの
であろうか
。
この
疑問
を解
くた
めには
、
諸方
面からの検
討が必
要とな
っ
てくる
の
である。
しかし
、
こ
の問
題以
前に確
か
めてお
き
たいこと
は、
陪書音楽志
に記
載さ
れた倭
国伎が
、
当時果し
て倭
国より
伝来し
ていた
もので
ある
の
かどうかと
いうこ
とで
ある。
岸辺氏は
この
倭
国伎が
倭
国つま
り古
代日
本の音
楽で
ある
こと
を疑
って
はお
らず、
「(
前略〉
北周武
帝の時に
は康国
ωmHB央自色
の楽
が将
来され、
次い
で陪
初に
かけて、
扶南
・高
麗
百済
・新
羅・侵
(倭
)国
・突
厩・悦
般等
の四
夷の音
楽が
陸続と
して伝
来
し、
殊に
北朝宮
廷に
おい
て重
要されわ
」
と述べ
て
おられ
、
他の
諸国楽と
と
もに、
伝来
の時
期は多
少の
相違が
あるとし
ても、
倭国楽
の存
在を
記さ
れて
いる
。
一方
、
情書
の
倭国伝
に
は
其王朝
会
。
必陳設儀
伏。
奏其国楽
:::楽
有五絃
琴
・笛
。
とあ
って
、
岸辺氏もそ
のこ
とを指
摘され
ている
が、
倭国独自
の音
楽
があ
っ
たこと
が伺える
ので
ある。
この
よ
うに紀
元六
世紀
末に明
瞭に
記
録
された日本の音
楽は、
どの
ような
経過を
へ
て中
国に
とり入れられた
ので
あろうか。
これ
を直
接明ら
かに示
す
史料
は何も存在し
てい
ない
。
従って
、
一般
的な問
題解
決
の手
掛
りとし
て、
中国各
王朝に諸
地域の
音楽が
伝来整備さ
れる
ためには
、
いか
なる
流入形
態、
経路
がとられた
かに
つい
て
触れ
てお
き
たい。
こ
の場
合、
本稿と関連す
礼楽よ
りみたる
古代
日本と中
国と
の交
渉
(飯塚〉
る意
味
にお
いて
、
特に
六朝
時代と限
って
差し支
えなく、
また、
五胡
十六国
の波
乱に富
ん
だ時
代を包含
する
この
時
期は、
異民族王朝
の中
原占
拠に伴
な
って
、そ
れ自
体が二
つの
音
楽伝来
史を形
成し
てい
たと
もいえ
る
ので
ある
。
中国
六朝
期におけ
る音楽
流伝の実態
古来、
中国
は礼
楽を重
んじる
国であ
り、
壬朝
の成
立にあた
っ
て先
ず整備
に意
を注
いだのは
、
礼に
よる
治国
の
こと
であ
った
。
しか
もそれ
は精
神的
な
深化を
はか
る必
要があり、
音楽
はそ
れ
らをよ
り効
果的
に導
びく
もので
あ
っ
た
。後漢
の滅
亡をも
って
始る
六朝
時代
は、
中国周辺
の異
民族
が
盛んに興
つ
て、
西晋
は、
旬奴劉
氏に亡
ぼされた
ので
ある
。
華北
は、
以後異民族王
朝に
よっ
て掌
握さ
れたが、
民族的自覚
の充
分でなか
った
これ
らの
諸
王朝
がめざ
したもの
は、
中国的
デスポテイ
ズ
ム
に基
盤
をおくアジ
ア世
界の制
圧
であ
っ
た。
従っ
てその方
式は、
おお
むね中
核支配民族
の意
志に
か
かわりな
く、
中
原王朝
の
支配様式を
踏襲す
るも
ので
あり、
支配と被
支配
の関
係
は、
冊封体
制を忠
実に履
行す
る
こと
によ
っ
て維
持さ
れて
いっ
た
ので
ある。
この
ことは
一方
でい
え
ば、
異民族王朝
の中に、
中国的礼
楽
の制
度が濃
厚に採
用された
」と
を物
語る。
しか
も、
一見
してごく
平和的な礼
楽、
とりわけ音
楽の流
入
過程は、
その
多くが、
実は国
家の命
運と共に
して
悲
劇的な要素を
含ん
で二
転、
三転
した
の
である。
その悲
劇的
である
ことの
原
因を
求めるな
らば、
音
楽の伝
来が
当
時にあ
って
は、
多分
に
「人為的」
な要
素からなりた
って
いた
ことによる
もの
であ
り、
冊封体制
下にあ
って
、
それは遣
使朝貢
の対
象とさ
えなり得た
から
であろう
。
礼楽よ
りみた
る古
代
日
本と中
国と
の交
渉
(飯塚)
音楽伝来
の仕
方が
「人為的」
であ
った
ことに
ついては
、
いろい
ろに例
証
でき
るが、
陪書巻
ト音
楽志下
に
天竺者起
張重華拠有涼
州童
四
訳来貢男
伎。
天竺
即其楽吾向
。
とあ
る
のは
、
中国
へ天
竺
(イ
ンド
)
楽の伝
わる様
子を示
した
史料
であ
る
が、
はる
ばる
男子
の伎人
すなわ
ち楽人を貢献
したことによ
って
、
音楽が伝
来された
ことを示し
てい
る
ので
あ
る
。
一方
、
宋書巻
一一 楽志
四に、
晋の
葦
鼓
歌五篇
をあげた中
で、
大晋篇
に
つい
て次の
詞があ
る。
赫赫大耳
目:::化
感海外。
海外来賓
。
献其声楽。
弦称妾臣
。
とあ
る。
これ
らの
ことを総
じて
いえ
ば、
岸辺氏が
いわ
れたように、
「西
域
音楽が伝わ
る時に
は、
勿論西域楽
人が楽器を携え、
その楽
曲を奏
した
ので
あ出
」
ということにな
り、
音楽
に関
する諸
の々
要素
(楽器、
楽人、
舞入、
衣裳等)
が、
そっ
くり移
動し
なけれ
ばなら
なか
った
ので
ある。
陪が陳を平
定した後
、
南朝
の楽
工およ
び南
朝に伝
わ
って
い
た諸
楽器等
は、
ことご
とく
陪朝
に収
納
された
の
であるが、
この
間
の消
息
につ
いて
、
資
治通鑑
巻十七
開皇九年八
月の
条の胡
三省の
注は、
六朝
音
楽の流
伝に
つい
て、
最も簡
要を得て
いるので
、
それを揚
げてみ
よう。
宮廷
音楽
に
つい
て、
大常
「中国
旧音多在江左
。」と
奏した一
言葉に
注して、
卿牛弘が、
典午南
渡未能備楽。
石氏
之亡。
楽人頗有都市南
者。
存堅准班
之敗。
晋
始得楽
工。
備金石。
慕容希(垂)破西燕。
尽獲一
付氏旧楽
。
子宝喪
敗。
主〈鐘
律令李仏等
。将太楽細伎。
奔慕容徳。
徳子超獄之挑察
。以臆其母。
宋武平
挑泣。
収帰建康
。
これによ
って
、
中国
六朝時代古
くか
ら承け
つが
れて
きた
宮廷
音楽が
、
転々
とした
経
過を伺がう
こと
がで
きる
の
である。
さらに
一歩進
めて
、
音楽と政
四
治が深
刻に交
錯
した
一つ
の例を、
前述
の胡
三省の
注の中
にも
みえる、
五
古月
十六国の
一つ
である南
燕の支
配者、
慕容
超の
伝記
に照
らして、
略述し
てみ
たい。
そして、
このこ
とはまた、
特定
の音楽と、
それを奏
する楽
人
(楽工
-楽
伎)
とが、
常に固
定さ
れた関
係にあ
った
こと
を、
明瞭
に物
語っ
ている
とも
いえ
る
ので
ある。
晋書載記第
三恭容
徳の伝に
よれ
ば、
超母妻
先在
長安。
為銚興所拘。
責超称落
。
求太楽
諸伎。
若不可
。
使送
呉口千
人。
::
(超
の)
左僕
射段時議
目。
::・今
陛下
嗣守社寝。
不宜
以私親之故而降統
天之尊。
又太
楽諸伎皆是前世伶
人。
不可与彼。
使移風
易俗。
宜掠
呉口与
之
。
尚書張華
日 若彼侵掠旦
〈 辺
。必
成隣怨。
:::宜
暫降
大号以申至孝之情。
:
とあり、
かくし
て
超遣
其僕射張華
・給
事中
宗正
元入長安。
送太
楽伎
一百
二 十人
於挑興。
血ハ
大悦:
::興
黄門侍郎
す雅謂
華目。
昔股之
将亡。
楽師帰
周。
人(寸皇
秦道盛。
燕楽
来庭
。
廃興之兆見
子此失。
この
結
果、
南燕
の楽
は大い
に衰
え、
東晋義
照三
(四O七〉
年に
至
って
、
超、
正月朝群臣子東陽殿。
聞楽作
。歎音
伶不備。
悔送伎於挑興
。
遂議入
冠。とあ
って
、
太楽
伎の大
量の放
出が、
呉口千
人と匹
敵し、
ひいては
、
国家
の
運命を占
なわ
せる
程に
重大な事件
であ
った
こと
を示
している
。
このこ
と
は、
礼楽
を国
の基
本と
した
、
冊封体制
主催者
たる
中
原王朝
の、
面白躍如た
るもの
があるが、
支配者家族
の人
質交換と
して、
かっ
、
国家興
廃の
かけひ
きの道
具と
して使
われた、
百二十
人の楽
人の
心境は、
また無
惨なも
のが
あ
った
に違
いない。
以上
の考
察から次の
ように
いうこ
と、
がで
きよう。
すなわち、
少なくとも
六朝
時
代に
おいては
、
一国
の、
または
一民族
の音楽が
、
他の地
域
(主と
し
て中
国)
へ伝
来され
る場合に
は、
それ
に関
係す
る楽
人が
必ず伴
った
ので
あ
り、
このこ
と
を別な表
現で
すれば、
楽人
の渡
来
によ
って初
めて
その園
、も
しくはそ
の民
族の音
楽が伝来
された
の
である。
もしも
こ
のこ
と
が肯
定され
るな
らば、
期を
同じ
くして存
在し
た筈の
「倭国伎」
の流
伝の
しかた
も、
ま
た「
人為的」
であ
ったとい
って差
し支えな
いで
あろう。
それ
では
、
「人為的」
にな
された
「倭国伎」
の伝
来
をい
っ頃の
こと
とし
たらよ
い
だろ
うか。
こ
のこ
と
は、
次章
でより
明ら
か
にさ
れね
ばな
らな
い
が、
いわ
ゆる
「楽人」
の生
命に
は限り
がある。
永年
にわた
って
、
その存
在
を継続さ
せる
ならば、
なお
さら
多
数の
「楽人」
の渡
来を必要と
する
であろ
ぅ
。さらに
、大陸
と
倭国楽人
の関
係
が、
その
ようで
あれ
ばある程
、当時
の東
アジ
ア世
界に
おける倭
国の位
置
が、
複雑
か
つ微
妙に投
影さ
れて、
単な
る音
楽史
上
の問
題
とし
ての
み看過する
こと
は、
でき
難くな
って
くる
の
である。
しかし
、
ことこ
こに
至
って
、
こ
の重
大な問題を解
決す
る手
掛
りは、
全く
とだ
えてしま
うの
である。
当時
のどの
史
書にも
「倭国伎」
の中
国伝
来を伝
える
史料
は存
在し
ない。
陪書音楽志
の記
事は、
たまたま
偶然
につ
け加えら
れた
かのよ
うにはかない
ものでは
ある。
が、
われわれ
は可能
性の
あるも
の
につ
いては
、
どこま
でも
追及
の手
を
緩め
て
はならな
い。今
とな
っては
、
非
常に貴
重な
この
原
史料
に基い
て、
再び異な
る側
面からアプ
ロー
チし
、
当時
の実
態を究明し
てお
きた
い。
つま
り、
「倭国伎」
は、
いつ
どのよ
うに
して
、
中国
に伝
来され
たもの
だろうか
。
それを知る手
掛
りとし
て、
もう
一度
中国
側の史
料を参
考に
してお
きた
いと思う。
礼楽よ
りみ
たる古
代日本
と中
国と
の交
渉
(飯塚)
岸辺
氏によれ
ば、
漢代
の西方
音楽は、
主と
して
イラン
系
であ
り、
仏教
の
東漸
・流布
にと
もな
って
、
次第
に印度系
の音楽が
主流
となり始め
た
。
やtA
遅れ
て渡
来し
た亀
弦
楽は、
南北朝時
代に盛ん
となり、
特に北
説の
西域征服
(紀
元四三
七年)
以後、
その地
の音
楽は、
他の文
物ととも
に陸
続と
して流
入してき
たと
される
ので
ある。
これ
ら西
方系
の音
楽の隆
盛
とな
った結
果、
中国
の伝
統的
正楽で
ある雅
楽は、
南北
朝時代
の混
乱した社
会を反
映して、
ますます
衰え
て
いっ
た
ので
ある。
かくし
て、
中国
にお
け
る歴
代宮
廷に
は、
雅楽と
中国古
来か
らの俗
楽と、
それ
に外
来の
諸楽
等が
入り混
って
雑然
とした
の
である。
そこ
で、
陪が
北周
を併せ
ると
、
直ち
に
それを整
理しようとして、
長年月
の議
論の
結果整備さ
れ、
郊杷
・廟祭
のための礼
楽と
しての雅
楽の
ほかに、
主とし
て、
外国使臣
や宮
廷に
おける賜
宴等
に奏
する
ための
七部伎も創設さ
れた
の
である。
開皇
の七部伎
は、
以上
のよ
う
な音
楽史的
経過
に基い
て設
置さ
れた
ので
あ
るが、
その性
格上、
当時
の中国
王朝
と朝貢関係を結
んだ
諸国家
の楽
を
含ん
でいたこ
とは
当然
である。
七部
伎に
組み入れられ
なか
った諸国楽に
つい
て
も、
冊封体制主催
者たる中
国王朝が、
何ら
かの
配
慮を
ほどこ
すべ
き必要が
あっ
たために、
雑伎
諸国と
して
七部伎中
の諸
国楽に準じ
て定
置
されたも
の
であろ
う。
つま
り、
「倭国伎」
もそ
うした
問封
体制下
にくり
こま
れて
いた
朝貢国家
の
一固
として、
陪王朝
に認
識されて
いたの
である。
ちなみ
に、
そ
れら
諸国家
の音楽が
、
中国
に伝
来した時
期を確
認してお くこ
とは、
倭国楽
の中
国流入
に
つい
ての
一半の参
考とな
る
であ
ろう。
主とし
て岸
辺氏
の成
果
によ
らな
けれ
ば
ならな
いが
、
重複を承知
の上
で、
あえて以
下の
文を引用さ
せて
頂こう
。
すなわち、
五
礼楽よ
りみた
る古
代
日本と中
国と
の交渉
(飯塚〉
「(
北貌)
武帝
の亀弦征西
の結果、
西域楽
の主
流と
いうべ
き亀弦
間口岳山
の音
楽を
始め、
疎勃
同25R
及び安
国
∞。EE
の音
楽が流入
され
た。
北
周の武
帝の時に
は康国
ωω
白山昇自色
の楽
が将
来さ
れ、
次い
で陪
初に
かけて
百済、
新羅、
倭(
倭)
国、
突殿、
悦般
等の囚夷 音
楽が陸
続と
して
伝々し
、
殊に
北朝宮
廷に
おい
て重
用された」o
扶南、
以上
によ
れば、
七部
伎中
の諸
楽は、
北謀太武
帝の西
征以後流入
を
はじ
め、
特に北
周か
ら陪初に
かけて
相つ
い
で伝
来し
たようであ
るが、
大ま
かに
いえ
ばその通
りであ
ろう、
が、
なお
二一
二の国
家に
つい
ては
事情を
異に
し、
当
時の
国際情勢と
対応す
る複
雑な様相を呈
していたの
である。
例えば扶南楽に
つい
てで
ある。
扶南
に
つい
ては
、
すでに
杉本直治
郎氏
の
精力的
な業績に
より
、
中国
と
の交
渉の事
情も大部
分明ら
か
にさ
れて
いる
内
扶南楽流入
の端
緒
は、
岸辺
氏
の挙
げられ
る陪
初よ
りは、
は
る
かに
古く
から
であ
った
。
三国
志呉本
紀二
に
よれ
ば、
呉の赤
烏六
(二四三
)
年の条
に
十二
月。
扶南
王疋旗。
遺使厭楽人及方物。
とあ
って
、ここ
でも
「人為的」
な音
楽伝来
の事
実が示
されて
い
るが、
ともか
くも、
中国
王朝に
扶南楽
が早
くから
流
入して
いたこと
を一
不すも
のといえ
よ
ぅ
。以
後、
扶南
の中
国へ
の遣
使
朝貢は頻
繁にあ
った
が、
梁
の大
同五
(五三九
年を
さかいに
交
渉、
が絶え
て
いる
。
その
ため、
唐会要
巻
一一 南蛮諸国楽
の条
に
又日。
扶南、
天竺
二国
楽。
陪代
全用天竺。
列於楽部。
不用扶南。
因燭帝
平林
邑国。
獲扶
南工人。
乃主〈雑
琴朴師。
不可用。
但以天竺楽
。転
写其
声
。
とある
ように、
陪初に
おいては
、
もは
や楽人、
楽器
の入手さえ、
困難な状
態にあ
った
ので
ある。
次に
倭国
と密接な
つな
がりをも
っ朝鮮半烏
の諸
国楽に
つい
て一瞥
してお
� 
/'\ 
こう
。
高麗、
百済、
新羅
の朝
鮮三国は、
中国
と隣
接し
てい
る関
係上、
必ず
しもそ
の流
入の時
期を
いっ
と限
定する
ことは
むず
かしいよ
うであ
る。
ま
ず、
高句
麗
、
百済に
つい
てで
あ
るが、
唐会要巻
一一で
は、
次の
ように記
している
。
又日。
高麗、
百済楽。
宋
朝初
得之。
至後
謀太武減北
燕以得之。
而未具。
周武
滅斉。
威張
海外。
二国
各献其楽。
周人列於楽
部。
謂之国伎。
陪
文平
陳。
及文康礼
倶得之。
とあり、
これによ
れ
ば、
一一 固
とも、
南北両
朝にその音
楽を
さ
しだして
いた
が、
高句
麗は七
部
伎の中
に
おか
れた
ことから
も
わかるよ
うに、
地理
的な位
置から、
北朝
と親
密な関
係が要
求された
のは
当
然であ
った
。
百済も
また、
当時
の東アジ
アの
国
際情勢
の微
妙な変
化に
ともな
って
、
自国
の維
持
のため
に、
両面外交を
余
儀なくさ
せられて
いた
。
これ
は、
冊封
体制
下にある
もの
の常
として
、
文化
もまた、
政治
に随
伴し
て外
交の道
具
とな
った
も
ので
あ
る。
このこ
とは、
ひ
るがえ
って倭
国に影
響
す
る所も少なく
なか
った
ので
は
ないか
と
思われる。
とも
かく、
両国
の楽
は、
宋
朝(
四二
ot四
七九
年)
以
後、
中国
宮廷内
に
次第
に整備さ
れて
いっ
たので
あ
る。
北周朝
に
おいて
、
そ
れが国伎と称
せら
れた
のは
、
南北
朝の
混乱
期に中
原の楽
がすたれ
、
却って
その
影響
をうけ
た
辺育
の地に保
存
され
、
逆輸入
の形
をと
って
、
伝来
された
ことを示
すも
ので
あろ
う。
新羅
に
つい
ては
、こ
の時
期に
関し
ては
、
中国
王朝と
の音
楽交
流に関
す
る
史料
は判
然
とはしない
。新羅
は、
百済聖明王
を殺し
て、漢
江流
域を確
保し
た真興王
(五四o
t七
六)
の時に、
中国と直接交渉を
もつ
ようにな
川
、や
はり
南北両朝
に朝
貢
す
るこ
面外交
策をと
って
いた
が、
新羅
はもともと
音楽
的に
豊かな国であ
った
仇
ら、
文化交
流史上、
音楽流伝
の事
実
は、
当然考え
られると
ころ
である。
ただ
、
重要
であ
る
と思われる
こと
は、
新羅が陪
朝
に朝貢
した
最初
の年
が、
開塁
十四
(五
九回)
年と
い う記
銑に
つい
て
であ
る
。新
羅伎
(楽)
が定
置された
のは
、
すで
に記したように開
皇九
(五八九
)
年の
ことで
ある。
こ
のこ
と
は、
開皇
の七部
伎および雑
伎の諸
国が、
陪朝
の開
始と期を同
じくし
て、
秩序体制
の中に参
加し
てい
った
の
では
な
く、
扶南
の例に
も昭
一応
できる
が、
階朝が
前主
朝の遣
産を引き
継い
だ当然
の結
果に
基
く
もの
であ
り、
従っ
て、
間王
朝の
冊封
体制主催
者とし
ての
積
極的な姿勢が、
東アジ
アにお
ける
国家認識
の側
面
とし
て伺える
ので
あ
る
。
、古
代田中交渉
史上の
倭国楽流
伝の
ルiト
等
いま
までに、
われわれは、
専ら
中国側
の史
料に
基い
て、
惰の開
阜一九
(五
八九
〉
年に倭
国uu古
代日本
の音
楽が
、
中国側
に伝
来
され
ていたこと
、
お
よ
びその伝
来にあた
って
は、
日本人
の渡
来に
よ
った
もの
では
なか
った
だろ
ぅ、
ということに
つい
て、
考察を進
めて
きた。
それ
では
、
次に
日本側
の史
料
や歴史的推
移の
中から、
そ
の事
実を
証明す
ることはで
きな
いだ
ろうか。
不幸
なこ
とに、
日本
書紀や古事
記から
、
それら
の事
実を
証明す
る
ことは
不可
能である。
また、
研究史的
にみ
ても
、
推古朝以
前の
日本の音
楽史
に
つ
いては
、
実態を究明
する
ことが殆
ん
ど不可能
な状
態にある
。
現在保存
され
てい
る持
楽に
しても
、
推古朝以後、
つま
り、
中国
の唐
代に伝
来
されたも
の
礼楽よ
りみたる古
代日本
と中国と
の交
渉
(飯塚)
であ
っ て、
研究
の手
がか
りと
する
こと
は不
可
能である。
記紀や古
墳
の発
掘
状況
から、
僅か
ばかりの史
料が
伺
がえ
るとしても
、
それ
は推
古朝以前
の日
本と
大陸
との
音楽史的交渉
を、
厳密
に規定
する
もので
はない
。
しかし
、
日本独自
の音楽な
いし
楽器と
いうこと
であ
れば
、
先に
あげた陪
畳一回
倭国伝
の五
絃琴、
笛な
どに
つい
て、
その
記述を裏づ
ける
ものが
、
記紀や
発掘
物の
中から
何が
える
ので
ある。
例えば
、
吉川英史
氏の
「日本音
楽の歴
史」
では
、
「原始
・古代」
の日
本の伝
統的
な楽
器を、
コト
日和
琴日
五絃
琴、
フ
コニ、ツヅミ
(た
だし、
語源
的に
はイ
ンド
起
源)
、
スズ、
銅鐸
などとさ
れ
ている
。
さらに、
コト
につい
ていえ
ば、
群馬県
出土
の埼
輪を
あげて
、奏
法
上からは
、
腰
をか
け、
膝に
かけ
て
ひける、
「一
メー
ト
ルを
あまり出な
い小
さな
楽
器であ
った
こと
」、
絃数
は
「五絃
」で
あっ
たこと
等を一
不さ
れてい
励
。
この
こと
は、
古事記
の別の
記事
からも
文献的
に裏
づけ
ること
がで
きる。
雄略天皇が
吉野宮
に行
幸し
たと
きの
こと
として
、
ソコ
タテ
オホ
ミア
グラ
ヲテ
マシ
マシテ
ソノ
ミア
グラ
ニ
ヒウシ
テミ
コヲ
於-一
其処
二 日
子一大
御
呉床
一市
。
坐ニ
其
御呉床
一。
昨
円御
琴
一:
::ω
とあ
って
、
膝に
かけ
て奏し
た様
が記
されて
おり、
古墳
から発
掘された埴
輪
の形
状と
一致す
る
ので
ある。
しかし
、
絃数に
つい
てい
えば、
たっ
た
一カ所で
あるが、
古事
記に
は注
目
す
如f ベレ シ き
調3 記ニ ル 事
八3 が
き: 2
2ト ト
所シ 書
レ〆 一才一
雪? 主で の
賜5 条
五 v;こ天j 、
下F
�3) 
とあ
って
、
五絃とは異
な
る表
現とな
って
いる
。
この
記事
につい
て
は、
東遊
歌に七
絃
または
八絃を示
唆す
るも
のが
みられる
ことなど
から
、
研究
者の間
ω 
では
殆んど
八絃と
考えら
れて
いる
。ま
た、
古事記
に訳註を
附し
た武田枯
吉
「絃
の多い琴
をひ
くよ
うに、
さかんの形
容」
とさ
れてい
加
。単
なる
氏は、
七
礼楽よ
りみたる古
代日
本と中
国と
の交
渉
(飯塚)
文献学上
の結
論か
ら断定す
る
こと
は、
厳に戒し
めな
けれ
ばな
らな
いし
、
古
代人が
「八」
を「
多く
の」
と
いう
表現
に多
用し
たこ
とも勿
論である
が、
かし
、
結数
がは
っき
り五
絃とあ
るも
のを
、
それ以上
の絃数をも
って
例え
る
こと
は考え難
い
ので
ある。
ある
いは
、
日本
の琴の相
型が
五絃ときま
った
も
ので
はな
く、
形成
の過
程に
おいて
、
それ以上
の絃
数をも
つも
のも
存在し
て
いたのか
もしれ
ない
の
である。
そして、
交渉史的
には
必
ずし
も信
用度が
高
いとはいえ
ないが
、
大陸系
の楽
器伝
来の記
録も
みられる
所から
、
その影
響
を受
けて
いた
とも考えら
れる
ので
ある。
例え
ば、
三国
史記に
は、
新羅
の琴
の起
源を説
明し、
その多
くは中
国の古
典
に基い
てい
るが、
そのな
か
の玄
琴
につ
いて
、
岸辺氏
は 次の
ように説
明され
てい
る。
「今
日朝
鮮のもの
とされ
る
玄琴は、
支那
の七
絃琴
と臥筆
篠とが渡
来し
て高
句麗
の特
色を発
揮し
つL
出来上
った
と考
へら
れる。
その
年代
は:
:・
(中略)
晋末以前
であ
って
かな
り古
川。」と
。ま
た、
岸辺
氏は別の個
所で十二
である
伽僻琴
に
つい
て「
国時
代或
い
は新
羅統
一 時代
の
土偶
の例に
よ
る
と、
当時
の伽僻琴
は今日
の制
仰
をほ
ぼ備
えて
いた
」
とも言
及
されて
い
る。
このこ
とと目
本の楽
器形成史と
の関
連づ
けは、
直接
に
は考えられな
いの
である
が、
記紀
の中に
は、
新叩絡を
含む朝
鮮三国と
古代日
本と
の音楽交流
の記
誌が、
二・
三み
られ
ると
ころ
か
ら、
五絃を
こえ
る多
絃琴
の彰
響を考
える
ことも、
可能
であろう
。
因み
に、
「種種
の楽
人八
十人」
を貢し、
「種種
人見恭天皇
四十
二年
に、
新羅
の主
が、
MW 
の楽
器を張
り」
など
したこと
、
欽明天皇十
五年に
は、
百済
の楽
人四人
が来
朝し
たこ
とを伝え
いな
どの
記録、
があ
る。
しかし
、
ここ
では
、
これ
以上言
及
せず
、そ
うした音
楽史的交流
の可
能性が
あ
った
こと
を指
摘
するに止
めたい。
以上
にみて
きた
ように、
いず
れに
し
ても、
音楽史
そのもの
の追
及からは
八
倭国
楽の
中国流
伝の実
態は、
明ら
かに
され
得な
か
った
。
それならば、
すで
L 
に指
摘し
たよ
うに、
音楽
が果し
たもう
一つ
の側面、
すなわち、
政治
・外
交
のか
けひきの場
とし
ての
、
介添え役と
して
利
用された
側面
から追
及し
てみ
る
必要があ
ろう。
この
場
合、
単に、
日本
と中国
というこ
つの
国
家関
係から
だけ
では
な
く、
東アジ
アにお
ける
冊封
体制
下の
一環と
して
、
当時
の国際的
政治上
のかか
わり
あい、
すなわち、
交渉史的
な視
角をも
つこ
と
が必
要とな
って
くる
の
である。
後漢以後、
倭国
は中
国歴代
王朝
に度々
遣使朝貢
し
ていた
が、
南北朝時代
にな
ると、
有名な
倭の
五王の積
極的な交渉
がなされた
ので
ある。
特に南
朝
との交
渉は、
倭国
の朝鮮半島経
営に
ともな
って
、
朝鮮
三国
(高句麗
・新
羅
-一臼
済)
と相争
うように頻
繁に重
ねら
れた
の
である
。
しかし
、
梁の天
監元
(五O二)
年、
倭王武
が征
東将
軍に進め
られた記
事
(梁
書武帝本紀)
を最
後に、
陪の開
皇一
一O
(六
OO
)
年ま
で姿
を消
すの
である
が、
これ
につい
て
「そ
の事
実が
なか
った
と認
むべ
きで」
あるとし、
その理
由
西崎定
生氏は、
につ
いて
、
「中
国王朝よ
り官爵を
受け
て秩
序体
制に
参加す
る
こと
が、
継
体、
欽明
両朝
の内
乱
と朝鮮
半島の
情勢変
化とに
より
もはや
現実
的な意
味
を
もち
えなくな
った
ので
ある」
とされた。
しかし
、
そう
した
断
絶期間
はも
っ
と早
くか
ら始ま
った
ので
あり、
船木勝
馬氏は論
文
「梁書倭
伝にみえ
る倭
国
と梁と
の関
係」
ωにおい
て、
主百倭
伝の
成立状
況を詳しく
検
討された
結果、
大約次
の
ように述べ
られた。
「梁
が天
監元
(五
O二
)
年倭
の武
王に征
東将
軍ロ
すを与えた
のは
『朝
貢に
よ
る思
賞で
は
なく、
梁の建
国紀念
のため
に行
な
われた』
の
であ
り、
さらに、
梁書倭国
伝の
記
事は
『東夷と
梁とを結
ぶ橋
渡
Lの役
割りを果し
てい
た
』百
済を
介し
て得られた知
識で
あり、
梁と倭
国の
直接交
渉はなか
った
の
では
ないか
よ
と。
以上
によ
れば、
実際上
、倭
王武
が宋
の順
帝昇
明二
(四
七八)
年に、
遺使
朝貢し
て官
爵をうけ
た翌
年、
南斉高帝
の建
元元
(四七九
)
年、
鎮東大将
軍
に進
号された年
を最
後
として
、
紀元
六O
O年
まで
一一
二年
間、
仮り
に紀
元
五八九
年
までとし
ても
、
一一
0年
間の長
くに
わた
って
、
日中
交渉史上
の空
白期聞が
存在
し
たの
である
。
それ
では
、
倭国
の音楽
の存在、
すなわち、
倭国楽人
の渡
来の事
実と、
交
渉空白
期間
の存
在の事
実
とい
うこ
つ
の矛
盾に対
し
ては
、
どのよ
うに解
答を
下し
てい
ったら
よいの
だろうか。
歴史的
な事
実に照
らして
みれ
ば、
国家
と
国家
の聞の交
渉は、
特に、
冊封体
制主催
者とし
ての意
識の濃
厚な
中国歴代
王朝に
おいて
、
遣使朝貢
に関
す
る
記録
の遣
漏は、
殆ん
ど考えられな
いほ
ど
に重
要な事
柄で
あっ
た筈であ
る
。従
って
、
従来
の史
料や
諸研究
の成
果から
すれば、
例え倭国楽
の存
在が
伝えられ
る
にして
も、
国家聞
の正
式
な交
渉は
途絶え
て
いたので
あ
る
から
、
楽人
の渡来
さえ
も考え
得べ
きことではない
の
である。
そうとすれば、
倭国楽人
の非
公式な渡
来の後に、
何ら
かの
経
過を
へて
、
陪王朝に
それが正式なも
のと
して
認めら
れ、
定置
され
るに至
った
と
は考えられな
いだ
ろうか。
この
こと
は、
次の制
約に
よっ
て時
代
的に
より
陪
王朝に
近、
すく年代
と
して
、考えなけれ
ばならな
い。惰開皇九
年と
いう
年は、
倭国
の楽人が存在
していた
(ま
たはその存
在が強く認識
されて
いた
)
時で
あ
るが、
楽人
の生
命に
は限りがあ
る。
斉の高
帝建元元年
から
以後
一一
O
年
の聞
は、
定期
的な楽
人
の交
替が
あ
った
とは
考えられな
いい
ま、
いわ
ゆる
「
倭の
五王」
時代と
は全
く別な動
機に基い
て、陪
王朝に接
近したあ
る年代
に
伝来さ
れた、
と考え
る
べき
では
ない
だろうか。
礼楽よ
りみたる古
代日本
と中国と
の交渉
(飯
塚〉
それ
では
、別
の動
機と
は何を
意味す
る
のだ
ろう
か。
速断
は避
け
る
べき
で
あるが、
あえ
て一
つ
の手
探ぐ
りを行な
って
みたい。
最近、
日本
古代史
に関
す
る研究
成果
は、
文献学上
および考
古学上
から
検
討されて、
相当な成
果を挙げ
得
たが、
統一
王朝
としての大
和朝成立期
に関
Lては
、
紀元
四
t
五世紀の
いわ
ゆ
る
「謎
の世紀」
に焦
点が
絞ら
れて
いる
。
この
期に関
す
る研究
は、
続々
として
新し
い成
果が
示
されて
いる
が、
中国王
朝を中心
に、
世界史的
な動き
の
一環
として、
ダイ
ナミ
ック
に 捉えよう
とす
帥刷
る姿
勢は、
西嶋定生氏
の業
績
等に
よ
る
とこ
ろが顕
著であ
る
。
とこ
ろで、
中国的
秩序体
制に参
加し
たいわ
ゆる
「倭
の五
王」
のう
ち、
最
後の
武王
が雄略天皇
に比
定され
る
というこ
とは、
学界
の
定説とな
って
い
る。
こ
の雄
略天皇が属
す
る系譜上
のグル
ープ
として
応
神王
朝の
存在が
考え
られ、
その起
りが紀元四
世紀
後半
にあ
たり、
五世
紀に
かけ
て確
立期を迎え
たと
想定
され
るの
である
。し
かし
、
こ
の応
神王
朝は、
六世
紀初頭、
継体、
欽明朝と
いう
別のグ
ルー
プにと
って代わられ
たという
。
継体
朝の出
現に
つ
いて
も
多く
の問
題が残
され
ている
が、
為政者
側に
おけ
る
この
期の重
要な政
治史的問
題とし
ては
、
応神
王朝
の衰
退
期に現
われた天
皇家内部
の勢
力争
い
と、
継体
・欽明朝以後
にお
け
る新た
な豪族
層
の出現対立
であ
った
。大伴
・
物部
・ 蘇我
氏と
い
った大
一一民家
族
は、
朝廷と深
くか
かわり
あいを
も
って
、
互い
に天
皇擁立
の主役を
なして
いたの
である
が、
こうし
た国
内的
な混乱
は、
同
時に
それ迄積極
的であ
った朝
鮮半島
・任那
日本府
の経
営に
も差朕を生
ぜし
め、
朝鮮三
国
への
影
響力
の衰退をも意味し
たので
あ
る
。紀
元五六二
年の任
那日本
府の滅
亡は、
そう
した
情
勢を
より
一層決定ず
けた
もの
であった
。
以上の大まか
な概
観か
らすれば、
倭の
五王を
最後
と
して、
日本は
「中国
九
礼楽よ
りみたる古
代日本
と中
国と
の交渉
(飯塚)
王朝
を中
心
とす
る秩
序体制
から
脱落
い 」た
ので
あるが、
その
こと
と、
朝鮮
=一国に
おけ
る影響
力の
衰退をも
って
、
直ち
に
日本と中
国王朝
間
の交
渉が完
全に途
絶し
たと
考える必
要はない
であろ
う。
すでに記
したよ
うに、
任那
の日
本府
の滅
亡
が五六
二年であ
った
が、
倭国
楽の
中国伝来
は、
五八九
年を逆
る
こと
近々
のこ
とで
あり、
その時
期は
、中
固に
おいて
も
南朝が宋|斉
架l
陳と代わり、
北朝
に
おい
ても
東西親
の分
裂か
ら北
斉
・北周が
生じ、
北周
の統
一か
ら陪
へと而
封体制主催者自体
に、
変動
の起っ
た時
代であ
った
。
そうし
て、
朝鮮三
国も微
妙に変
動し、
その結
果、
中国
王朝と
の朝貢関係
にも
変化
がみられた
ので
ある。
すでに、
末松保和
氏は
「任
那興
亡史」
の中で、
任那
の日
本府
の興
亡
の過
程とそ
の結
末を明
らかにさ
れた
の
であ
るが、
百済は
高句麗
お
よび新
羅の圧
迫
と、
日本
府の滅亡に
伴なう国
際情
勢
の悪
化を
いか
にL
て脱
脚
するか、
苦
慮し
ていたの
である。
従っ
て、
遠交近攻
の策
をとれ
ば、
先ず当面
の重
圧、
高句麗、
新羅を取り除く必要が
あ
った
。
そのため
、
百済は、
南朝
に
は従
来
の朝
貢の
態度を
とりなが
らも、
陪朝
が開始され
る
と、
陪書巻
一高祖本紀上
に記
録され
る
ように
開皇元
年・・・
冬
十月
乙酉。
百済王
扶余昌。
遣使来賀
。
授昌土開
府儀同
三司
帯方郡
公。
(同右)
二年
春
正月:・:
辛米。
高麗育済並
遣使貢方物
。
とあ
って
、
直ち
にその
対
応策を
打ち出し、
さらに
五
八九
年に
至
って
、
陪書
巻4
東夷百済
伝に、
平陳之歳。
有一戦
船。
漂至海
東抽牟羅
国。
其船得還。
経子百済。
昌資
送
之
甚
厚。
弁遣使
奉表
。賀平陳
。高祖善之
。
下詔
目。
百済王
:::既
間平
陳
四
0 
遠令
奉表
O
i--
・(中略)
自今以後不須年別入貢。
:::
(中略)
使者舞踊
而
去
。
とあり、
機会
を逃がさず
中原
王朝と
の関
係を
密に
している
。
かくし
て開
皇
十八年に
は
(同右)
昌使其長使
王鈴那
。来殿方物。
属遼東之役
。
遣使奉表。
請軍導
。
この
ように、
朝鮮
三固
とりわ
け百
済
の動
きは、
時局
の推
移を敏
感にと
ら
える
ものが
あ
った
。
一方
、
任那
を放棄し
た日
本は、
百済、
新羅
と若
干
の関
係を保
ちつ
もふ、
時と
して
、任那
の復興を
事
とし
て兵
を起
すこ
ともあ
った
が、
成果は
なか
った
。
しかし
、
軍事関係以
外に
は、
仏教関
係な
どの文
化面
でか
なり
の交
流が
なされ
、
MW 
向く
時
期であ
」
「百済よ
り教師を待
つ段階」
から
「進
んで
習学
に出
った
とされる。
例えば、
前述し
た欽
明天皇
の十王
年に
二月
。
百済遣:
::
別奉
勅貢易博士
。:::。
楽人施徳
三斤
。季
徳己麻次。
季徳進奴。
対徳進奴。
菅依請
代之。
とあ
る
のは
、
百済
の
日本に対
す
る継
続的な文化交
流
の一
端を
示
すが、
五
/\ 
八年、
崇岐天皇
の代に
は
元年
春三月
。
:::蘇
我馬
子宿繭請百済
僧等
。間受戒之法
。以
善信尼等付
同開
百済国使
恩率首信等。
発遣
学問
。
とあ
って
、
漸く
日本が
積極的
に大
陸の学
聞を受
け入れ
る姿勢を整
えて
きた
こと
、が伺え
る
ので
あ
るが、
それと同
時に、
これ
らの関
係を
通
じて
、
当時
の
倭国
日日
本の
状況が
中国側王
朝に伝
えられる大
きな契
機を
有し
てい
たとみ
る
こと
も充
分の
可能
性が
あ
る
であ
ろう。
西嶋定生
氏は
それ
らのこと
につ
長C、
「南北王
朝に朝
貢し
ていた
高
句麗
がその
比重を北
朝に傾
斜さ
せ、
さ
ら
に新
羅百
済が
これ
に加
わ
る
ことによ
り
(中略)
::
:こ
こ
に北
斉を中
心と
す
る東アジ
アの
冊封
体制が成立す
る」こ
とにな
ったと
説かれたが、
さらに、
「一面
で
は北
斉王朝が
北貌王朝
を継承す
る律
令国
家であ
ったという
点に
お
いて
、
他面
で
はこの三
国のう
ち、
新羅、
百済が同
時に
日本に対
する朝
貢
国
でもあ
ったという
点に
おいて
、
間接
的で
はあ
るが、
日本
と北朝
の律令体制
と結び
つけ
る可能
性が設
定される
ことにな
ったとい
えよう。
そし
て上述の
ごと
く
北斉
滅亡後も、
二回
のみで
はあるが、
百済が北周
に遣使
朝貢し
てい
るこ
とは、
百済を仲
介
者とし
て考
えれ
ば、
日本と北
周と
の間接的関
係の存
在す
ら想
定され
恥」と
も説
かれて
いる
。
すでに記
したよ
うに、
別の動
機を
想定
した
のは
、
まさに
これ
らの契
機を通じ
てな
された倭
国と中
国王朝を結
ぶ「
間接的
な関
係」
であ
った
ので
ある。
そし
てこの
ような
例は音
楽史上
必
ずし
もあり得
ない
こと
では
ない
ので
ある。
岸辺氏がす
でに
言
及され
ている
とこ
ろであ
るが、
旧唐書巻
代宗
紀に
大暦十
二年
春
正月:::。
辛酉
:::。
崩海使獄
日本国
舞女十
一人
。
とある
のは
その
一例
である。
この
擦にも
、
潮海国
の唐
朝に対
する政
策的要
素が
伺える
ので
あ
るが、
開皇九年
の倭国楽
に
して
も、
すでに触
れてきた
よ
うに
倭固
と朝
鮮三
国と
中国
王朝と
いう三者の関
係の
中から
、
伝来
の可能性
を推定し
てみ
る
こと
、ができるか
もしれ
ない
の
である。
くり返
すことにな
る
が、
六世
紀後
半に
おいて
遣
使朝貢
の比
重を北
朝に傾
斜さ
せてい
った朝鮮三
国は、
同時
にその
影響
力を失
ない
つつ
あっ
たとは言
え、
いま
だ発
言力も
か
なりあ
った倭
国の
存在を
、
朝鮮三
国の
うち特に
百済が、
ある
場合に
おいて
は新
羅が、
中国
王朝
に対し
て伝
達す
る
こと
はマイ
ナス
の面
ばか
りで
なく、
プラス
となり
得る
面も多くあ
った
であ
ろうと思われ
る。
この
際、
中国
王朝
を北
朝政権と
読み
かえる
こと
も可
能であろ
う。
聞皇
の七部伎お
よ
び雑伎
の
礼楽よ
りみたる古
代日
本と中
国と
の交
渉
(飯
塚〉
定置
は、
陪が陳を平定
し
てにわ
か
に実
施されたも
ので
はな
く、
数年
の議
を
経た結
果で
あり、
北周
をつ
いだ陪が早
くから
倭
国の存
在を認識
し、
その楽
人の処
遇を
考
慮し
ていたで
あろう
ことは充
分に推
測でき
ること
なので
あ
る
。
む
す
び
僅かに存
在す
る史
料から、
紀元
六世
紀後
半に、
日本と中
国の交
渉の事
実
が証
明
され
たとし
て、
それが
果して現
実
的にどの
よう
な意味をも
つもので
あろうか。
こ
の小
稿を草
するに
あたり
、
筆者
が最
も
悩ま
されたも
のは
、
交
渉の事
実に関
する
強調
の仕
方が、
当時
の世界史的
な動
きの中
に
おか
れた大
和朝廷
の位
置に
つい
て、
不必
要なま
でに誇
大視す
る結果と
な
りはし
ないか
ということで
あった
。
こ
の点
を充
分慎重
に扱
かうなら
ば、
倭国楽
伝来
の糾
明は、
単なる文
化史上
の問
題からだ
けではな
く、
政治史的側面
から
考
察す
る余地
も非
常に大
きなも
のと
な
る
ので
あ
る。
筆者
は以上
の観
点
からこ
の小
稿を以
下の
ようにむ
す
びたいと
考える
ので
あ
る。
いわ
ゆる
冊封体制
から
脱落
し、
陪朝と
の正式な国
交が聞
かれ
るまで、
朝
鮮三国と
の交
渉に腐心し
な、
がら
も、
やL
独
自の発
展を遂げ
て
いたこの
期の
大和朝廷
に
とって
、
冊封
体制
への
参
加が西
嶋
氏の
いわ
れるように、
現実的
意味を
持ち得なくな
って
いた
というこ
とで
あれば、
そし
て如
上の
通り、
間
接的な交
渉の
み可
能であ
った
と
する
ならば、
倭国
の認
識の主
体は、
日本
国
家から
の要
求で
はな
く、
陪王朝
内
部に
おけ
る
冊封
体制主催者
と
しての
意
識
そのもの
から発せ
られたも
のといわ
ねば
なら
ないであろう
。
扶南
に
して
も、
新羅
にし
ても、
開皇九
年ま
でに
直
接朝
貢のなか
った
これ
らの国
家の音
四
礼楽よ
りみたる古
代日本
と中
国と
の交渉
(飯塚〉
楽を準
備し、
外国使
臣へ
の賜
宴の
ために供
したこ
とは、
中華を統
一 した
陪
王朝
が、
やが
てはこれ
らの外
臣も
冊封
体制下
に参
画す
べき
も
のと
強く意識
された結
果に基
く
もので
あった
ので
ある。
かくし
て陪
朝の統
一と大和朝廷
の確
立発
展の時
期が
重な
った推
古朝以
後、
日中
交
渉は再
び華
や
か
な幕を聞
くこと
となる
の
である。
注
ω西
嶋定生
「六
八世
紀の東アジ
ア」
(岩波講座
「日
本歴史」
古代
二
所収)
ω金
銭一
亨
・ 鄭音
和訳
「三一韓
・
三国の
日本
列島内
の分
国に
ついて
」
(歴史評論
一
六五
・一
六
八・
一六
九各号所載)
ω陪
書巻
叶東
夷
・
倭国伝
ω梁
書いを
二
武帝本紀
ω岸
辺成雄
「唐代音楽
の歴
史的研究」
上・
下
(一九
六0
・一
九
六一年
東京大学
出版会)
ω岸
辺同右書
下巻第五章
「十部伎」
第一節
第一項・開
室の
七部伎参照
m陪
書巻
ト音
楽士山中お
よび前
掲注
側参照
川明前
掲注
刷
制前
掲注
ω第二
節組織三
二五
頁
「倭国
・流
求」
の項
参照
⑩岸
辺前掲書
上
巻第
一章
「唐代以前
の楽
制」
第一
節唐代
以前
の音
楽の変
遷
一三
一具
帥岸
辺成
雄
「東亜音楽史考」
所収
「支那音楽小史」
二六
t七百
ハ
(竜吟社昭和
一
九年刊)
州阿南
童日巻
ト
音楽志中お
よび前
掲注
ω
ω前
掲注
ω
ω杉
本直治郎
「東南
アジ
ア史
研究1
「(
「X
インドシナ
古代社会
の史
的性格」
および
「亙
一二国一
時代
に
おける呉の対
南策」
(日本
学術振興
会昭和コ二
・五
刊)
参照
ω梁
書巻
町
諸夷伝海南
・
扶南国条
帥北
斉書巻
八後
主
紀に天
統三年および武平二年
同三年の
北朝朝貢記
事がみ
られ
四
る
。
仰三
国史記巻
四新経本
紀第四
ω三
国史記巻
一一一
雑志
一楽一
制隔
書巻
哨東
夷・
新
羅伝
制前
掲注
帥童
日所収
「孔子廟
の音
楽」
帥士
口川英史
「日
本音楽
の歴
史」
(創元社
昭和
田O刊)
一三
頁t
一二
頁参照
倒国
史大系本
(吉川弘文
館昭和三
二年
刊)
古事記下巻
一三
五頁
師同
右一
四C頁
帥
例
えば
日
本古典文学大系
(岩波書庖
昭和三
三・
六刊)
にお
ける
「古事記
」
(倉
野憲治校注)
では
、
頭注
一
三において「
また八
絃
の琴
を
(下略)」
とある。
また
「古事記大成」
ムハ
(倉野憲司編平凡社刊
・大
田善
麿注
五
一七
一貝)
および古
事記
新
講(
次回潤
・
明治書
院昭和=二
・七
刊六O七頁)
では
、
ともに
「八絃の琴
」と
注し、
さらに東
遊歌
の
「七
つを
の八
つ
をの」
琴の例
を引かれ
ている
。
帥武
田祐士口訳註
「古事記
」
(角川文
庫昭和三
一年
刊)
一
八二頁
脚注六
帥湖岸
田成雄
「東洋
の楽
器と
その歴
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(弘文堂
昭和二
三了
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t
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頁
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辺前掲
注ω
第二節
組織
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頁
ω日
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一五
四
年甲戊
条
帥前
掲注
ω二四
一一良
帥同
右
側船
木勝馬
「梁書倭
伝にみえ
る倭
国と梁と
の関
係」
(「
世界
史
の研
究」
第二
五号
〉
倒前
掲注
ω所
収論文を始め
、
例えば
昭和四O
年二月
七日
付
朝日新
聞
への
同氏
の
提言な
ど。
倒前
掲注
ω二四
二頁
制末
松保
和
「任
那興亡史」
(古川弘文
館昭和四
O年増訂凹
版による)
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右第十章
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那問題と
日本
上代文化
」
(二)
日本上代文
化の
一面
観二七
一頁
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前
掲注
ω
倒日
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ω
前
掲注
ω二
四二j三頁
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前
掲注
帥
